
【 漢 詩 審 査 基 準 】  

応募作品の審査にあたっては、下記の基本的な基準を満たすとともに、公正で詩心を十分に訴え

た作品を選考するものとする。 
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① 

禁
忌
＝
「
同
字
重
出
」
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
意
図
的
、
効
果
的
な
場
合
の
み
可
と
し
ま
す 

② 

容
認
＝
「
冒
韻
」
は
可
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
意
図
的
、
効
果
的
な
も
の
と
し
ま
す
。 

③ 

「
通
韻
」
の
原
則
（
近
体
詩
・
絶
句
で
は
左
記
規
則
・
条
件
下
で
の
み
通
韻
を
可
と
し
ま
す
） 

 
 
 
 

一
、
二
、
四
句
末
に
踏
む
韻
を
二
種
類
の
韻
（
仮
に
Ａ
韻
、
Ｂ
韻
）
と
し
、 

 
 
 

一
句
末
の
押
韻
を
「
Ａ
韻
」
と
し
、
二
、
四
句
末
の
押
韻
を
「
Ｂ
韻
」
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
、 

 
 
 

一
句
末
「
Ａ
韻
」
、
二
句
末
「
Ｂ
韻
」
、
三
句
末
「
●
」
、
四
句
末
「
Ｂ
韻
」
と
押
韻
し
ま
す 

 
 
 

こ
の
場
合
、
「
Ａ
韻
、
Ｂ
韻
」
の
二
つ
の
韻
は
、
左
記
の
組
み
合
わ
せ
に
限
る
も
の
と
し
ま
す 

 
 
 

［
許
容
さ
れ
る
通
韻
の
組
み
合
わ
せ
］
＝
「
東
・
冬
」
、
「
支
・
微
」
、
「
魚
・
虞
」
、
「
文
・
元
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
寒
・
刪
」
「
蕭
・
肴
・
豪
」
、
「
歌
・
麻
」
、
「
庚
・
青
・
蒸
」 

挟
平
格
（
挟
み
平
）
＝
平
起
式
三
句
の
下
三
字
の
平
仄
〇
●
●
を
●
○
●
（
挟
み
平
）
と
す
る
場
合
は 

下
五
字
が
○
○
●
〇
●
と
す
る
場
合
に
限
り
ま
す 

 
 
 
 
 

（
〇
印
＝
平
字
、
●
印
＝
仄
字
） 

① 

「
一
・
二
句
を
反
法
、
二
・
三
句
を
粘
法
、
三
・
四
句
を
反
法
と
す
る
」
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す 

②
「
一
・
二
句
、
二
・
三
句
、
三
・
四
句
す
べ
て
を
反
法
と
す
る
」
こ
と
（
拗
体
）
も
可
と
し
ま
す 

  
 

「
反
法
」
＝
隣
り
合
う
二
句
の
対
応
す
る
二
・
四
・
六
文
字
目
の
平
仄
を
違
え
る
こ
と 

 
 

「
粘
法
」
＝
隣
り
合
う
二
句
の
対
応
す
る
二
・
四
・
六
文
字
目
の
平
仄
を
同
じ
く
す
る
こ
と 

① 

平
仄
排
列
上
の
規
則
＝
二
・
四
字
目
「
不
同
」
、
二
・
六
字
目
「
対
」 

② 

平
仄
排
列 

禁
忌
＝
「
下
三
連
」
不
可 

③ 

平
仄
排
列 

禁
忌
＝
四
字
目
「
孤
平
」
不
可 

① 

百
六
韻
（
平
水
韻
）
の
う
ち
平
声
・
三
十
韻
と
し
ま
す 

② 

「
仄
韻
」
も
可
と
し
ま
す 

① 

一
、
二
、
四
句
末
に
踏
み
ま
す
（
正
格
） 

②
「
踏
み
落
と
し
」（
一
句
末
に
踏
ま
な
い
）
も
可
と
し
ま
す 

七
言
絶
句
の
み
と
し
ま
す 

応
募
作
品
に
求
め
ら
れ
る
要
件
な
ら
び
に
許
容
さ
れ
る
範
囲 



 


